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アゲハチョウ科5種 (ジャコウアゲハ･ギフチpウ･アゲハ･キアゲハ･オナガアゲハ) において,

それぞれ固有の寄主植物に含まれる化学成分が産卵刺激作用を有することを明らかにした. 活性成分は

寄主椀物からメタノールで抽出され. これに接触した成熟雌成虫は厄ちに卵を産みはじめる. この反応

は, 寄主拾物抽出物のみに対する寄主持只的なものであった.いずれの樫においても産卵刺激は, 前肢

による抽出物への接触行動 (drumming)の後に誘起きれ,受容様式は contactchemoreception によ

ると考えられる. ジャコウアゲハの吻合, 前肢荊5節に一理の感覚毛の存在が認められた.これは雌特

有の竹富であI), この部分を物部的に被現した雌成虫は仙川物に対して 産卵反応しなくなることから,

この部分が産卵刺激受容竹富と考えられる. ジャコウアゲハのI,lti卵刺激成分をウマノスズクサの椴より
抽出し,水蒸気苅田に付すと,所性は井田山部に認められた.また,分掛 こJ:れば, エーテル, 酢慨エ

チルなどに転桁されず,親水性の性TZを示した.アゲハの場合は, ナツミカンの茄から.W;･牲成分の抽

出分画を行ない.前者と同様に極めて親水性の物照であることを明らかにした.

日本産アゲハチ｡り科 Papilionidaeの各矧 ま.い ても好んで邦卵反応を示すことが判明した.椴は淡黄

ずれも限られた杓または屈の粒物を寄主としている.

これらの雌成虫は,各種とも間有の寄主に対して的離

な匹卵を行なうが.この産卵行動における寄主の認知

には.視覚.喚党.触覚など多くの要因の関与が予Lft

古れる.アゲハチョウ科に限らず多くのチョウは,実

際の産卵に先立って前肢を左右交互に食碍表面上に汲

しく叩きつける,いわゆる drumming行動をするこ

とが知られ てい る.IIsel)は,オオモンシロチョウ

Pl'en'sbrassicacL.において.この drumming行動

が緑系統の色彩モデルによって刺激されることを見山

し,視覚が布主の認知にErt要な役割を宋していること
を証明した.しかし.色覚刺激そのものが実際の産卵

を誘起することはない. オオモンシロチ｡クにおい

て.寄主としている十字花村 Cruciferae拾物に特異

的に含まれる化学物質シニグ))ンが,直接産卵を誘起

すろ作用をもつことが知られ2), その感覚器官が前肢

約m部に存在することが明らかにされていが). チr!許
は.アゲハチョウ村数矧 こおける産卵行動について'.m

ベ.産卵反応を誘起すろ化学物TIがll7r=する即実をnJJ
らかにしたので.ここに印il-(する.

ジャコウアゲハByasaatcL'nousKlugは.ウマノ

スズクサ AyisEotocllradebfIl'sSieb.etZucc.,オオ

バウマノスズクサ A.kae桝A/CrLWJ']ld. などウマノ

スズクサ村 Aristolochiaccaeウマノスズクサ用を食

等とし,雌成虫は,それらの〕掛こ縄卵するが.岩内実

験によると,通'Il号産卵の対袋とはなりえない矧 こ対し

褐色搾状であり.色彩 ･形状等のP.:しい糊jTq･にもかか

わらず顕Y.:な縄卵反応を示したことは.超卵を刺激す
る何らかの化学成分が.'ir.Eと税のいずれにもTl7Eする

ことを示唆している.ウマノスズクサの茄あるいは根

のメタノール抽Jll物に浸した折紙はW様に強い産卵刺
激作用をもつことがわかったので,この打;･作.成分の-771･
節を目的として火映を進めT=.一方,アゲハ Pabftz'o

xuthusL.はミカンH Rutaccaeの肌物を符主とす

るが,本印の切合も,カラクチ Poncl'rustrifoliata

(L.),サンシ｡ウZanEhoxytumpiben'tum DC. な

ど寄主位物3'Rのメタノール抽出物に前肢で接触した雌

成虫は,これに対して産卵反応を示す事実が認められ

た. Fig.1に,炉紙片にカラタチのメタノール抽出

物を滴下したときのアゲハチョウの産卵反応を頃に示

した.以下,アゲハチョウ校数秤における寄主Wi物の

メタノール抽出物に対する縄卵反応の比校を合め.鍾

卵刺激成分受容部位の恥認ならびにその成分の化学的

in跡をrJなったflli矧 こついて述べる.

1. 食草抽出物に対する産卵反応

光に述べたメタノール抽111物に対する群卵反応が.
耽l･:肌物の抽Ill物のみに対する和特用的なものである
かどうかを知るために.数和のアゲノ)チ.,クをmい.

それぞれ相当する'h'コ三脚勿およびそれ以外の肌物茄の
メタノール邦=Iほ勿に対する碓卵反応坤lを比佼した.
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ドIg,1. OvIPOSiLion rcsponsc or PaPi/io
xuL/,I.u.SLo mCLhanolCXIJ.actfrom

Po17,cmL･SLyVoLia.A:Themclh'lnOl
cL･tractw'lSdl-oppcd on10 a PICCe

orlllterpapeI･OnWhichabuLtel･rty

wasp)aced.

B:Thebutterflyrespondedtothe

extractimmedlately.

C:Shelald allegg On tlle rlltel~

PaPer

D:Thefemaledeposltedhereggs

continuouslywlth frequentdI-um一

mlngbellaV】0Ⅰ一

材料および方法

供試試料 :'AaJ･†:.植物の新鮮な生-i)3 1g あたり

令;汁10mlのメタノ-ルを用いて乳鉢で腔沖抽LHl:L'I
L, 30分以 1ノ｣に綿炉過 す る.机‖川女を減ノTF
(55oC以下)で弧絡馴('lL,メタノールで 1mL

としたものをそれそれ 1規k'浴液と起めた.FIJJr3

5=胤宅(東叩･:折紙 No.2,fEr碓 9cm) をIbJ,l形に6

等/JIL,これを供武断敏に浸し,夙･;tによりメタ

ノールを除く.被検定折紙がilEJ.潤な場令にはより

鋭敏な反応が礼きられるため, /f･'.物検定lB'前に糸田

水をlT11探して配したものを班JTJした,
供試虫 :LE･-_物検定に供試したジ1,コウアゲへ ア

ゲハ,キアゲハ,オナガアゲハの雌成虫は,卵あ

るいは′粕輪幼虫からそれぞれウマノスズクサ,カ

ラクチ,ニンジン (またはパセリ). コクサギを

/j･え,祭日｢条件 (lE.(仙Jt矧r'EJ10時間以下,温度不

ンir)でBIWJl'して1JJ･T:Jfllfi!の個体である いずれも
ハンドペアリング法により交旭させ,交尾後少な

くとも2rllllFJ経過した榊休を用いた.ギフチーJウ

は,野タト採1AL,I;個体を用いた.成虫は,庶榔ホ
轍あるいはiJlri鮒乳恨飲料をiTJ:fl1lHIJjえて飼啓し

た.

生物検定法 :先に得た拙.lirt物処:叩折紙J-A.に Flg.1

に示すように雌成虫を前肢約m邦がなるべ く接触

するようにとまらせ,30秒以内に収難を屈曲し,

産卵管を突き立てる才jqJ)をとろかどうかをrijL:偏ル
た.通一.I;lil,この才j動の直後に卵を建下する. 1検
体についてIF'l･仰休で5rHI偵走を練返し,10個体

から孔Jられる泉ti火を班計 して産卵反応率を求め

ナ=.いずれも.あらかじめブランクの折紙lllに産
卵を小さないことを確かめた上で実施し,反応し

1:仰･仙ま除タル た.ジャコウ7ゲへ ギフチョウ,

オナガアゲハにおける生物検定は, 1辺55cm の

-;(.JJ'休の水郷lノづ卜邦に 20W の蛍光灯を設配し,
その中で才jなった (室温 17oC),アゲへ キアゲ

ハについては】辺 30cm の金網かご内 (40W 蛍

光灯 2本'で約 2m上部からIfKiJil],室温 25'C)で
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Table1. OvjpositiorLrCSPOnSCOfeachbutterflytothemethanolextractsfrom
theirhostplants.

Nos. testedIA.dcbJ'Iis A.tokqol' lP.trl'/otiataED.carotalZ.171'J)criEum
D.olcl'〃OuSl 20

L.)'DPO〃(-ca 1 8

0 1 010 1 0
8 1 0 J 0 I 0

P.xuthus 1 20 01 15 1 0 1 12

P.machaon l 8

P.macitentusF 8

01 2 1 3 1 2

0 1 5 1 0

行なった.

括果および考察

Tablelにアゲハチ｡り料5校の各位物Ij33メタノー

ル抽出物に対する産卵反応個体をまとめて示した.ジ

ャコウアゲハは,ウマノスズクサ料ウマノスズクサ用

Aristolochiaの机物を寄主とす るが, ウマノスズク

サ A.debf'lisのみに選択的に産卵反応を示した (オ

オバウマノスズクサ A.kaembfen'の3'Rの抽出物に対

しても同様の高い反応率を得ている).また,これら2

理の寄主植物については.その生較抽出物も高い活性

を示した.ギフチョウ LeudhorfiaJ'aL,o〃Z'caLeech

は,ウマノスズクサ科カンアオイ周 Asarum を寄主

とし,ヒメカンアオイA.Eakaol'F.Maekawaの抽

出物に対して的碗な産卵反応が認められた.同村のウ

マノスズクサの抽出物には全く反応しなかった.アゲ

ハ PaPL'h'oxuthusL.はミカン科 Rutaceaeの粒物

に幅広く寄生するが,この場合も寄主であるカラタチ

poncfrusLn'fotfata(L.) およびサンショウ Zan･

thoxytum♪iperJ'tum DC･ の抽出物に対してのみ反

応が認められた.しかし,迫'Itほセt)村 Umbelliferae

を寄主柄物とするキアゲハ P･macJzaonhl'j･L･ocraLes

C.& 氏.Felder.の場合はニンジン Daucuscarota

L.の抽出物のみならず, カラタチやサンシヨウの抽
山物に反応する個休も認められた.本矧ま自然状態で

も稀にミカン科の植物から幼虫が発見されることもあ

り一)これらのメタノール抽出物に対してわずかながら

も反応が あった郁夫は注目され る. オナガアゲハ

p.macflentusJansonはコクサギ Orl'xa)'a♪onllca

Thunbergを好んで寄主とす るが, このメタノール

才伽II物に対しては8琉申5頭が反応し,同じく稚三相l
物として知られるカラクチ.サンシ,クのhiIHl物に対
しても反応が認められた.

2. 産卵刺激反応受容部位

1で反応した各矧ま.メタノール油川物に触れると

産卵に先立って前述の drumming行動を示した.オ

オモンシロチョウでは,雌成虫前肢附節部に産卵刺激
を受容する感覚毛の存在することが明らかにされa),

同様の田富は.タテハチ,り杓 Nymphalidaeの一組

Chlosynetocl'nL'aにおいても仙 lほ れているB).ァゲ

ハチすり杓各種雌成dlの机他州脚部のWl微鍬 こよる外
部形態の観群を行なう一方.メタノール抽川物中のtE;･
性成分の受容部伯を櫛火にするため.以下.ジャコウ

アゲハを用いて実験を行なった.

材料および方法

触角あるいは舷部に次のような物理的処郡を施した

ジャコウアゲハを1と同じ発作で生物統定し,産卵反
応の11-1粥をみた.左右触IlJのみを根元から切除した場

令.前肢附節弧 あろいは小後肢肘節部にマニキュア

を独布した場合 (いずれも'JLi右とも耶4および耶5約

m全市に暁布)のそれぞれを比収した.マニキュア処

理を容易にすろため.約 5oCに10分ほど放田して静

止した成虫を班和したため.佃処町区を含め,すべて

同様の低温にさらしたものを数時間後に用いた.各区

10頭について5回の試験結果をもとに反応率を求め

た.

結果および考察

実験結果を Table2 に示す.触角のみを切除した
場合おJ:び巾後肢附節邦にマニキュアを独布した場合

ともlこ確卵反応に形甥を与えないが.前R左肘節部をマ

ニキュアで処刑すると全く反応しなくなった.この紙

恥 ま,ilTL肢剛節に産卵刺激受容附加,'1(7仁することを
強く示唆している.

ジャコウアゲハの雌成虫の drumming の原.yl'5両

上に接触するのは主に附節先苅砧部である.この接触部

分を横位したところ,荊5肘節内側に.雄には認めら
れない式場色半透明の毛がブラシ状に密生しているこ

とが認められた.これは,オオモンシロチョウにみら

れる感覚毛と類似の構造であることから,ジャコウア
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ゲハの似合も,この部11'Iで柁卵刺激を受けているとPEF･:.

定される.よた,Fig.2 に′Jけ ように,雌榔附郡の

JrY頂が n:しくリLt./Li･ることにもftirけ る必出がある.雌

の前搬附節は人 く,とくに耶Jlmが知.か い こ とは,

dl･umming にML.なう圧迫に耐えうる榔合のよいN');/a

になっていることを抑auさせる.なお,ほぼIHl様のブ

ラシ!lJ(の!盛'jl屯は,(1JLm,溜度などEIWE地上のjムい はあ
るが.ギフナ ｡ウ,7''71'ハをはじめ,アゲハチ｡り科

料邦の岬I戊山ItlI川棚相関臼こ溜められた.

T,lblc2. ThecrrccLOrthe treatments ortlle

rcnlale ol･gansorByasa alcinouson

theinduct10nOrOVIPOSitl0nresponse.

Condition OvIPOSit10nresponse(Oo)

Normal

AntennectonlizccI

TreatmentOnrOrClegs 0

Tl･CとHTllentOn
middleandhind legs

76

*The5thand41htar･somereswerecoatedwith

nlanlCUre.

136

3. ジャコウアゲハの産卵刺激成分の分画

ウマノススクサに合まわるジ1･コウアゲハの稚卵刺

激J戊分をlリ｣らかにすることを目的として抽出物の/JJけIii

を4jなった,BIJ･外において比企･'細さ(または地 J-_堪)

に縄付Eけ るが,根のJJ-が叩.ll'/.lTLlrt.(あたりの活性が拙い

1:め,柚日日ま/j:.根を用いて才jなった.

材料および方法

三並児緋市付近で1971年:'･Jl!朋採集したウマノスズク

サ出 頚300gを,少ilのメタノール巾で磨砕したのち

300mlのメタノールで 2F棚l出し,東T=Y･･折紙 N02

で折i過後,減JlI下潜媒岡去し,ノクノール拙.Lll物を得
た (16.6g). これを 2'S/JJL, それぞれ.水iW.xも認

印おJ:び分牧による分IFrlitこィ､jLT:(Flg･3).

水蒸気蒸留 :メタノール紬 Il物 (8.30g)を約16時間

/J(越知訴即する.即.'Lt物はエーテルでhh.'Ll.したのち潜

朕を即去する.一万,jl･即.tLt.部は,減JTIitl笠好けこより水
を刑去する.

分液による分画 :メタノ-ル拙.出物(830g)を200ml

の水に桁解し,柿塩酸をJJnえてコンゴーレッド恨作に

する.これを 100nlIのエ-テルで31ロー/JJ披机lLuする

ェーテル屑は食塩水で沈船後.亡硝乾燥し.所収を減

Fig.2. Ta■･sioH orel叩SOrβyas･a aLcu101IS.A:Fcmatc,伝:Malc C:TrlChold
organlocalCdonLhc5thtarsonle(･eillrcm<lle.
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ltr'oLH't.lH､/〟/川IlllI'/.･/'I/Jl(:WJJi)

llt=ttl;ln｡1:iWml′コ

ELhylacetatela)rer lViltCrhlyCr

^rrT.mく)niumReincckate

nitrate

l
Cllt｡rideSall

Fig･31 ProcedureforfractionationofovjpositionalstimulantofByasa
atcl'nousfrom rootsofArisEotochl'adebilJ'S.

圧留去する.富田ら6)の方法にj:り.水凧 こアルカロ

イド沈殿試薬であるライネッケ酸アンモニウムの温飽

和水桁紋 (50-60oC) 杏,もはや沈殿が生じなくな
るまで加える.この沈殿をiP岱し,アセトン可搭部を

硫酸奴温飽和柄紋 (約80oC) を加えて分解,析出す

るライネッケ顧銀を除いたのち,塩化バ])ウム水沼紋

を加えて垢基を垢酸塩となした.

生物検定は各区分とも,もとの根 1gに対し,Imf

のメタノールで当記桁紋 (1規定約枚)を調製し,基

本的に1と同様の方法で行なった.ただし.ブランク

の折紙に反応する個体を除タけ ると同時に,ウマノス

ズクサ諏2規定桁紋に反応しない個体を除外して産卵

反応率を求めた.

結果および考残

結果を Table3にまとめた.水然気溝田によって

田山した和泊部は独特の強い芳香を有するが,この画

分には全く活性がなく,水蒸気蒸留されない戎法にな

お残留している (精油部からは,ウマノスズクサ根に

特有のセスキテルペンケトンである aristoloneのは

かにAl･10-aristolenone-(2),おJ:ぴ3-0Xoishwarane

を叩離した7り.

分紋による分画の結果.活性成分は.エーテル.節

職エチルのいずれにも転桁きれず,完全に水仙こ残田
していろ.分校を容易にするため水屑を慨性にして分

間したが.lfl性条作で分校LT:切付こも活性は水屑に

認めれた.田田ら6)によれば. ウマノスズクサ根よ

り邦4級 アンモニウム批判の アルカロイドであ る
magnollorine,cyclanolineが升離川超されており,

Table3. OvipositionresponseofByasaolcl'noILS
to the Lractions from AristoLochz'a
debL'h'S.

Fraction lYicld(g)7VyIP,UeaslpLムunL;e(%)
Methanolextract

Steamdistillate

Etherlaycr 1 2.72

聖 一竺 竺 聖 罠 完waterlayer I
Filtrate l
Chloridesalt l 0.171 0

これに若目して,水層にライネッケ酸アンモニウムを

作用させてアルカロイドを沈殿させT=.炉紋部の活性

は低下したが.アルカロイド部の出破瓜は不活性であ

った (出横山をビクレートとなし,アセトンより朽結,

分脈点1570-166oCの式色粉末 16mgを柑T:).以上

の結果より,活性物矧 ま,水茶気=.鵜附されない親水性

の物TIであると判断されるが,それ以上に別報な手が

かりはfrJられなかった.

4. アゲハの産卵刺激成分の分画

アゲハの寄主仙物であるミカン科植物に含まれる産

卵刺激成分を化学的に明らかにすろことを目的として
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LeavesofCIILrLLSJl̀LEJtLd'Lid.Ll'(1.15kg)

Methanol8I

,.-ButyLalcohollayer Waterlayer

AnaliquotoftheJWaterla)･er(3831--ど)

GOO/aMetlMnO115ml

ĉLi＼ccarlx)n30Olnl;X:三

A(Is()rtxlle5 liIlluent

Fig.4. Procedureforfractionationolovipositionalstimulantor

Pabih'oxuLhusfromCitrusnaEsudaidaL'1eaves.

Table4. OvipositionresponseofPaLIiLioxuthus
tothefractionsfrom CitrusnaLsudai-
dai.

Yield(g)Iovrtpso,soiLisoen(%)Fraction

Methanolextract

Etherlayer l弧 10

EthylacetatelayerI 0.77

Waterlayer 1 31.21

Adsorbates l (16mg)

Effluent l(367mg)

抽出物の分画を行なった.材料にはナツミカンCitrus

natsudal'daiHayataの誰を用いた.

材料および方法

1973年8月,京都ffJJで採JJiした ナツミカン1年柴

1.15kgをメタノール 8Lに1カ月浸約 (loo°)後,
約炉過し,減圧浪縮する. これに水 500mLを加え,

エーテル 300mJで3回分紋する.

水l帥まひきつづき酢酸エチル (300mLx3),n-ブチ

ルアルコール (3(氾mtx3)で分披し. それぞれの画

分へと蛸いた (Fig.4).
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水溶性画分の1部 (383mg)を60% (V/V)メタノー

ル 15mLに浴解し,活性炭 (P.A.,E,Merck)300mg

を加えて5時間はげしく授拝したのち,活性炭部を軒

別する.炉紋部は再び活性炭粉末 300mgを用いて同

じ操作を練返し,炉別した活性炭は先に柑たものと合

し,メタノール :5% アンモニア (1:1)15mJで2

回溶脱することに よ り活性炭吸着部を細る.

次に帽 2cm のペーパークロマトグラフィー用折紙

(東洋折紙 No.50)の下端より 2cm のところに活

性炭非吸石部約 3mgを柑状につけ,n-ブチルアルコ

ール :エタノール :水 (3:2:1)で上界出関する.

10cm まで上昇したところで風乾し,飼点と先nr'ほ れ

ぞれ 1cm を延長した計 12cm の部分を 2cm づつに

6等分し,2×2cm2 の炉紙片とする. それぞれの炉

紙片を生物検定に供試する.

生物検定法はジャコウアゲハの場合に邸じ.ヴラン

ク折紙に産卵反応する個体.カラタチ謀iまたはナツダ

イダイ柴メタノール抽出物2規定浴紋に反応しない個

体は除外した.その他の条件は1に準じた.

結果および考察

結果を Table4 に示した.ナツミカンのメタノー

ル抽出物の分披拙作によって得られた4画分のうち.

活性は水層にのみ認められた.次に活性炭処理すると.

吸若部は全く活性を'17きず,非吸着部に朗著な活性を

認めた.この非吸着部をペーパークロマトグラフィー
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により分離すると.613分したどの所分にもほとんど

括性が認められなくなった.これらを再びメタノール

仙Llル て回収するとtFJ･性を回配すろことから.産卵刺
汲成分は独款の化学物TIから桐成されている可能性も
示唆きれる.

5. まとめ

教程のアゲハチヲウ科における各植物メタノール拙

山物に対すろ産卵刺激反応は,各寄主植物のみに対す

る特異的なものであり,寄主植物の選択に,この反応

段階が極めて重要であることが判明した.この産卵刺

激反応は各種とも前肢附節部が直接接触することによ

ってひき起こされ,特にジャコウアゲハで指摘してき

たように,i7!5附節に密に分布するブラシ状に配列す

る毛が感覚毛と考えられる.ジャコウアゲハ,アゲハ

における寄主柄物からの産卵刺激成分の frL撃漣におい

て,その活性物質をつきとめるに至らなかったが.い

ずれの場合も酢酸エチル,〟-ブチルアルコールな ど

に転浴されない極めて親水性の成分から成り立ってい

ることが判明した.また.生物検定に際して供試紋を

塗布した折紙をいったん湿らせると産卵反応が高めら

れろことは,活性成分が水溶性画分に局在しているこ

とと考えあわせると,水を媒介とした感覚刺激となっ

ていることを示唆している.受容様式が前肢 に よ る

drummingを通しての contactchemoreceptiorLで

あることも,このことと密接な関連があると思われる.

チョウ類の産卵刺激物矧 こ関しては,オオモンシロチ

ョウにおけろシニグ')ンの作用が唯一の例であるが.

この物質も,極性の市い物田であり, これらの受容様

式はすべて閃迎性をもつものと,FT3われる.本田ら8)は.

クロアゲハを材料に産卵実験を行ない,匹卵刺激成分

が,寄主植物の析油部にはなく,水諮気北田残法がそ

の作用をもつことを田柄している.これら-迎の種に

おける産卵刺激成分の角叩Jは,アゲハチョウ科の進化

の過程を考える上にも正宏と.ELBわれる9).

しかし,野夕tにおける祷主植物の認知から産卵まで

の行動を額察して明らかなように,この接触化学受容

を伴なう行動に入るまでには,なお別の要因が介在し

ていることは疑えない.PabiliodemolcusL.では色

覚刺激が drummingを誘起する因子となっていろこ

とが証明されている10)が, このほか,暁光刺激あるい

はそれ以外の要因の関与も可能性として甥えられIJ)こ

れらの凹迎比を見出してゆくことも今後の.m雌となろ

う.
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Summary

ltisknownthatmanyspeciesoibutterflies

findtheirownhostplantsandlaytheireggson

themwithgreatprecision. Inhostselectionof

fivespeciesoftheSwallowtailbutterflies(Byasa

atcfnousKlug,Leuhdor/iajaJ)OnicaLeech,PaPill'o

xuthusL.,P.machaonhi♪PocroLcsC.& R.,and

P.桝aCilenLusJanson).chcmicalfactorscontained

intheirhostphntsplayadcsjcivcroletostim･

ulatetheirovipositionresponse.Whentheyare

incontactwithafilterpaperimpregnatedwith

methanolextractsfrom theirhostplants,they

begindrummingbehavioronthesurfaceofthe

paperwiththeirforelegs,andthenlaytheir

eggsimmidiately,asseeninFig.1.Inthecase

ofB.aLcinous,thetrichoidorganlocatedonthe

5thtarsomereofforelegswereconsideredtobe

achemoreceptorresponsiblefor theoviposition
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stimulant.TheovipositionstimulantofB.aLct-
nouswasextractedFrom rootsofArfstotoch'a

debflisSieb.etZucc.,whichwassubjectedto

furtheriractionationbymonitoring behavioral

bioassay.Theactiveprinciple(S)wasnotfound

inthesteamdistillatebutintheresidue.Itwas

insolubleinetherandethylacetate,butsoluble

inwater.InthecaseofP.xuthusactiveprin･

ciple(S)wasseparatedfromCitrusnatsudaidaf

Hayata. ThemetllanOlextactwasdissolvedin

waterandfractionatedbywashingwithether,
ethylacetate,andn-butylalcoholsuccessively.

Theactivitywasstillremainedinthewater

layer.Thenthewaterlayerwastreatedwith

activecarbon.Theactivitywasfoundinthe

effluent.Thepaperchromatographicseparation

ofthisfractiondidnotgiveanyactiveband

whendevelopedwithn-butylalcohol:ethanoI:

water(3:2:1).Futherfractionationsofthese

fractionsarenowunderinvestigation.

書 評

NHKブックス ｢害虫とたたかう｣
-防除から管理へ

桐谷虫治 ･中筋房夫著 (1977)

日本放送出版協会発行 229ページ

定価 650円

現代の凸業における出光桐をあつかった成改 まいく

つかあるが,現実にこれをどう解決するかという点に

ついて才主体的に言及したものは少ない.有機既法とか

白然El法とかが説かれ一部では実践されてはいるもの

の,企粒を安定して眺絵するという点からみても,一

般的な解決鰐とはなり柑ないと想われる.この本では.

郡l串で孜が国における害虫防除史,i7川 串でカーソ

ンの ｢沈黙の准｣の波紋,節Ⅱ章で減農薬への具体的

試み,節Ⅳ串で殺虫剤に代わる防除法,第V章で総合

防除の考え方,第Ⅵ草で醤虫防除から害虫管理へのP,･

えが述べられ,著者らの研光成果を中心に,将来の!it

虫防除の方向を示したものとして高く評価できよう.

欲を言えば,この実現のためのもう少し只体的な加古

があってはしかった.また,放薬の安全性については

AID が少し触れられているのみであり, もう少しペ

ージをさいてはしかった.

人類の食粒危機がさけばれるなか,害虫防除にたず

さわる学生,研究者,技術者などには必読の苔であり,

定非ご一読をおすすめする.

(名大員･宮田 正)

｢防虫科学｣バックナンバーの分譲

｢防虫科学｣は本号をもって終刊となります.杏

紙バックナン～の肪人についてしばしば問合せがあ

ります.lLi小品を下記価格で分認いたします.

Vol.17(1952)-Vol.42(1977)

各 Vol. 2,000円
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